
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「線状降水帯」。このところの天気予報等でよく耳に

する気象用語です。詳しく調べてみると、「やっぱそう

だよなあ」と思いました。近年になって使われ始めた

気象用語だったのです。それよりもなによりも驚かさ

れたのは、線状降水帯によってもたらされた豪雨が、

毎年のように起きているということです。ここ数年の

豪雨は、いずれも記憶に残るほど被害が大きく、ほと

んどが激甚災害に指定されています。 

今年もまた線状降水帯による豪雨被害が起きてしま

いました。「50 年に一度の…」「かつて経験したことの

ないような…」「命を守ることを最優先に…」など、最

近よく耳にする豪雨に関する形容の仕方にも“びくっ”

とさせられます。でも、決して大袈裟ではないんです

よね。実際に何十人のかたがたが命を落としています

し、ニュースで流される濁流の様子や流されていく家

屋等の映像を見れば、そのとおりだと納得もします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで再度確認しておきたいことがあります。Rising 

Sun№165 で話題にした「正常性バイアス」について

です。災害時や非常時、緊急時に「自分は大丈夫」「ま

だ大丈夫」などと、迫り来る危険を過小評価して逃げ

遅れてしまい犠牲になってしまう人間誰しももってい

る悲しい性。「もしも」を考え、早め早めの行動をとる

ことが大切です。今回の九州地方の豪雨による犠牲者

の中にも、正常性バイアスによる逃げ遅れが指摘され

ているケースもあるようです。 

先日、豊川市金沢町(豊川に架かる金沢橋周辺)にお住いの

かたとお話する機会がありました。こんなことをおっ

しゃられていました。 

九州の方では豪雨で大変だけど、他人ごとじゃな

いぞん。昭和 44 年のことだで、今から 50 年前にな

るかやあ。豊川の堤防が決壊して、ここらでも胸の

高さまで水に浸かっただぞん。商売をしとったもん

で、ヘドロで商品は全部台無し。まあ、あんな経験

は二度としたかないのん。 

堤防の補修・補強工事が進んで、豊川の堤防が決壊

するようなことはほぼなくなりましたが、青陵校区の

中でも下条地区は、ひとたび豪雨となれば浸水の危険

性が高まる地域です。非常時には「正常性バイアス」

がはたらくことを十分に理解させたうえで、率先避難

者となるよう指導をお願いします。 
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線状降水帯は、「次々と発生する発達した雨雲(積乱

雲)が列をなし組織化した積乱雲群によって、数時間にわ

たってほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り

出される、線状に伸びる長さ 50～300 ㎞程度、幅 20

～50 ㎞程度の強い降水をともなう雨域」。日本では集中

豪雨発生時に線状の降水域がしばしばみられることが

1990 年代から指摘されていた。気象研究所の津口・加

藤(2014)は、1995 年-2009 年の 4 月-11 月の期間

を対象として、日本で起きた集中豪雨例を客観的に抽出

し降水域の形状についての統計解析を行ったところ、台

風によるものを除いて、約 2/3 の事例で線状降水帯が

発生していることが明らかにされた。近年では、平成

24 年 7 月九州北部豪雨、平成 25 年 8 月秋田・岩手豪

雨、平成 26 年 8 月豪雨による広島市の土砂災害、平成

27 年 9 月関東・東北豪雨、平成 29 年九州北部豪雨、

平成 30 年 7 月豪雨で発生した。この用語が頻繁に用い

られるようになったのは、平成 26 年 8 月豪雨による広

島市の土砂災害以降とみられる。 

フリー百科事典「Wikipedia」より 

好評につき、難読の漢字クイズ。ヒントなしで何

文字読めるでしょうか。 

１ 知己 

２ 具に 

３ 徐に 

４ 偏に 

５ 恣に 

６ 恰も 

７ 詳らか 

※ 答えは裏面☞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 知己 

「ちき」 「自分の気持ちや考えをよく知ってい

る人」「自分をよく理解してくれている人」と

いう意味。「ちこ」なんて読むと、チコちゃん

に叱られちゃいますよ。 

２ 具に 

「つぶさに」 まちがっても「ぐに」なんて読ま

ないように。「事細かく」「詳しく」「詳細に」

という意味です。 

３ 徐に 

「おもむろに」 「徐に口を開く」「徐に立ち上

がる」など、日常生活でもよく使う言葉ですね。 

４ 偏に 

「ひとえに」 「偏に皆さんの努力の賜物です」

といった使い方をします。 

５ 恣に 

「ほしいままに」 「権力を恣にする」といった

使い方をします。「縦に」とも書きます。 

６ 恰も 

「あたかも」 「まるで」「まさに」「ちょうどそ

のとき」という意味で使われます。 

７ 詳らか 

「つまびらか」 「細かいところまではっきりし

ている、くわしいこと」という意味です。教育

の世界でも sometimes 使われます。 

 

何文字読むことができたでしょうか。全問正解な

らば GREAT! 神の領域です。 


